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   Immediate press release 2011.02.03

   ホンマタカシ　ニュー・ドキュメンタリー
   Takashi Homma: New Documentary

謹啓　新春の候、皆様益 ご々健勝のこととお慶び申し上げます。平素は東京オペラシティ アートギャラリー
の展覧会活動に対してご高配、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、当館では、2011年4月9日［土］より6月26日［日］まで、「ホンマタカシ　ニュー・ドキュメンタリー」を
開催いたします。

ホンマタカシは、現代の写真表現において第一線で活躍し、国際的に注目されている日本人写真家の一人
です。対象との独特な距離感や冷めた色合い、感情を持ち込むことを避けたクールな視線を特徴とするホ
ンマの写真はこれまでも高い評価を受けてきました。80年代後半から広告やファッション誌を舞台に活動
し始めたホンマは、90年代初めにロンドンへ渡り、先鋭的なカルチャー誌『i-D』で仕事をしながら、様々な
方法で写真を制作する可能性に触れていきます。帰国後も雑誌メディアを中心に活動を続けながら、自身
の作品をさまざまなシリーズにまとめ、99年には東京の郊外風景と人々を撮った写真集『東京郊外』で、木
村伊兵衛写真賞を受賞。現在に至るまで、続く世代の写真家たちを牽引する作品を国内外で発表し続けて
います。

美術館におけるホンマの初の個展となる本展は、2005年以降に手がけた作品群を中心に、美術館の空間
に応じて作品のセレクションを少しずつ変えながら、現在のホンマタカシの全貌を伝えようと試みています。
ホンマはしばしばスーザン・ソンタグの言葉「Photography is, first of all, a way of seeing. It is not 
seeing itself（写真とは何よりも一つの見方であり、見ることそれ自体ではないのだ）」に触れ、自身の作品
について「写真を使った世界の見方をさまざまに問いかける試み」であると語ります。
写真というメディア自体を問うこの姿勢は、写真プリントだけではなく、写真を元に制作されたシルクスク
リーン、インスタレーション、映像作品と多様な形態をとる本展の展示作品すべての根底に貫かれています。
カメラという装置で被写体をとらえる写真を通して、現実、記憶、そして世界とどのように向き合うことがで
きるのか̶̶作家自ら名付けたタイトル「ニュー・ドキュメンタリー」は、こうした写真表現の多様性、多義性
を踏まえたしなやかなアプローチであることにもご注目下さい。

つきましては「ホンマタカシ　ニュー・ドキュメンタリー」を貴誌上で是非ご紹介頂きたく、周知・告知活動に
ご協力賜りますよう何卒宜しくお願い申し上げます。
            謹白

本展に関するお問い合わせ　東京オペラシティ アートギャラリー

企画担当　堀・福士　　広報担当　吉田
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【巡回展情報】 金沢21世紀美術館  2011年1月8日－3月21日（開催中）
  丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 2012年7月15日－9月23日
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[開催概要]

 展覧会＝ ホンマタカシ　ニュー・ドキュメンタリー

   Takashi Homma : New Documentary

 会期＝  2011年4月9日 [土] − 6月26日 [日]

 会場＝  東京オペラシティ アートギャラリー

 開館時間＝ 11:00 − 19:00（金・土は20:00まで／最終入場は閉館30分前まで）

 休館日＝ 月曜日 （但し5月2日は開館）

 入場料＝ 一般1000 (800)円／大・高生800 (600)円／中・小生600 (400)円＊

 問合せ＝ 03-5353-0756　　ウェブサイト： http://www.operacity.jp/ag

 主催＝  公益財団法人 東京オペラシティ文化財団、朝日新聞社

 特別協賛＝ ジャパンリアルエステイト投資法人

 協賛＝  株式会社 大伸社

 協力＝  エプソン販売株式会社、ギャラリー360°

 

 ＊同時開催：「収蔵品展037 李禹煥と韓国の作家たち（仮題）」、「project N 45 クサナギシンペイ」の入場料を含みます。

 　収蔵品展入場券200円（各種割引無し）もあり。

 ＊（　　）内は15名以上の団体料金。その他、閉館の1時間前より半額、65歳以上半額。

 ＊障害者手帳をお持ちの方および付添1名は無料。割引の併用および入場料の払い戻しはできません。

 ●ご掲載いただく場合の［問合せ先］東京オペラシティ アートギャラリー　TEL:03-5353-0756

《 Seeing Itself / Mount Rose 》 2006

《 M / Washington D.C. 》 2010《 Trails 》 より 2010

《 Tokyo and My Daughter 》 より 2006


